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〈はしがき〉

科学研究費によって行った研究結果により,肺 小細胞癌の治療のために,EGFR系 と

VEGFR系 が分子標的治療の標的になる可能性が示された.増 殖が速 くて転移が早い肺

小細胞癌で,増 殖阻害 と腫瘍血管新生阻害を目的とした分子標的治療が成立する可能性

があることは,治 療の手段を構築する上で有用な情報であると思われる.
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